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はじめに 

 悪性黒色腫はメラノサイト由来の悪性腫瘍であり、一般的には細胞質内にメ

ラニン色素顆粒を多量に含むことで肉眼的に黒色の腫瘤を形成する。腫瘍細胞

は上皮様から紡錘形まで様々な形態をとり、多くは皮膚や粘膜に発生する。メラ

ニン色素顆粒を有する腫瘍細胞が少数である場合、肉眼的に黒色を示さないた

め、鑑別診断のためにフォンタナ・マッソン染色や免疫染色（Melan A、S100、

Sox10、HMB45）による検索が必要となる。 

 今回、メラニン色素顆粒を有する腫瘍細胞が少なく、肉眼的に乳白色を示す悪

性黒色腫の症例において、牛では報告のない軟骨化生を伴う事例を経験したの

で、その病理学的所見を中心に報告する。 

  

概要 

症例は黒毛和種、5カ月齢、雄。管内の和牛一貫農場で出生し、出生時より左

頸部にピンポン玉大の腫瘤を認めた。10 月 30 日に左頸部腫瘤が手拳大に発育

し、右腰部及び左飛節部にも腫瘤が確認されたため農場立ち入りを実施した。10

月 31 日、当該牛は尿道閉塞による尿毒症により死亡し、病性鑑定を実施した。 

 

結果 

（１）肉眼所見 

 解剖時、腫瘤は全身の骨格筋、関節、胸腔、腹腔内の計 9 カ所に多発してい

た。骨格筋・関節における腫瘤の発生部位と大きさは、左頸部（14×6cm）、左臀

部（10×5cm）、右腰部（9×5cm）、右後脚部（5×5cm）、及び左飛節部（2×2cm）

であった（図１）。胸腔内では、縦郭リンパ節（3×3cm）のほか、肺の全葉にわ

たり小豆大に至る白色小結節が多発していた。腹腔内では、腹腔内結合組織（10

×10cm）及び左側尿管周囲（8×8cm）に腫瘤を認めた。全ての腫瘤は、皮膚との

連続性を認めなかった。左頸部腫瘤は頸腹鋸筋に付着し、右臀部は半腱様筋ない

し半膜様筋内、右腰部は中殿筋内、右脚部は大腿二頭筋内に腫瘤を認めた。 

腫瘤の割面は総じて乳白色充実性であった。特に、左頸部腫瘤の一部領域では骨

様の硬結感を認めた（図２）。 
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（２）病理組織学的所見 

 左頸部腫瘤では、腫瘍細胞は類円形の核と少量から中等量の淡明な弱好酸性

細胞質を有し、充実性に増殖していた（図３）。腫瘍細胞間には少量の弱好塩基

性の細胞外基質を伴っていた。核異型は殆どみられず、核分裂像もまれであった。

また、左頸部腫瘤の一部の領域では、類円形の腫瘍細胞の間に、紡錘形の核と細

胞質を有する腫瘍細胞の束状増殖も認めた。紡錘形の一部の腫瘍細胞は、細胞質

に褐色色素を有していた（図４）。さらに、同領域では腫瘍細胞の軟骨化生を認

めた。軟骨化生の見られた領域では、大小の軟骨基質が密に増殖していた（図

５）。同様の軟骨化生は肺の小葉にも認められた。 

 左臀部腫瘤では、類円形の核と少量の細胞質を有する腫瘍細胞が充実性に増

殖していた。左頸部と比較して中等度の核異型を認め、核分裂像が散見された。

また、巨大な単核細胞が複数みられるなど、悪性所見を認めた。左臀部腫瘤では

褐色色素を有する腫瘍細胞は認めなかった。 

その他すべての腫瘤においても中等度の核異型を伴う類円形の腫瘍細胞の充

実性増殖を認めた。左飛節部、肺、縦郭リンパ節、腹腔内結合組織、左側尿管周

囲の腫瘤において一部の腫瘍細胞の細胞質に褐色色素を認めた。 

 左頸部を含む一部の骨格筋内腫瘤において、腫瘍細胞が周囲の骨格筋や脂肪

組織内へ浸潤性に増生していた。腫瘍細胞は骨格筋を巻き込みながら増生し、骨

格筋の萎縮及び壊死を伴っていた。 

 

（３）特殊染色及び免疫染色 

少数の腫瘍細胞内に褐色色素を認めたことから、悪性黒色腫を疑い、左頸部腫

瘤及び左臀部腫瘤の特殊染色及び免疫染色を行った。 

左頸部腫瘤では、フォンタナ・マッソン染色により、類円形、紡錘形、及び軟

骨化生を示す腫瘍細胞の細胞質内で、褐色色素が陽性を示した。また、免疫染色

                               
               



では、Melan A、S100、Sox10、HMB45に弱陽性から強陽性を示した（図６）。 

 左臀部腫瘤では、フォンタナ・マッソン染色で腫瘍細胞の細胞質内に陽性を

示す褐色色素を認めなかった。免疫染色では、Melan A、S100、Sox10、HMB45に

弱陽性から強陽性を示した。以上の特殊染色及び免疫染色の結果、腫瘍細胞は、

悪性黒色腫に特異的な抗原発現パターンを呈した。 
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まとめ 

 本症例は、先天性に左頸部に乳白色腫瘤を形成し、その後全身に同様の腫瘤が

多発した。病理組織学的検査の結果、類円形及び紡錘形の腫瘍細胞が増生し、周

囲組織への浸潤性増生や核異型を認めた。少数の腫瘍細胞内にメラニン色素顆

粒を確認したこと、及びメラノサイト系マーカー（Melan A, S100, Sox10, HMB45）

を用いた免疫染色に陽性を示したことから、本症例を「先天性悪性黒色腫」と診

断した。 

 

 

 

    
  

        
   
  

   
   

        

              

    
  

        
   
  

   
   

        

           

    
  

        
   
  

   
   

        

      
       

  



考察 

牛の先天性腫瘍に関する既報レビュー1)によると、122 例の先天性腫瘍のうち

黒色腫は 13 例（約 10%）報告されている。この 13 例の内訳は、色素性が 10 例

であり、本症例のような無色素性のものは 3例と少ない。また、皮膚との連続性

がない症例は 3 例のみであり、さらに骨格筋から発生したものは 1 例のみであ

った。以上から、本症例のように先天性に骨格筋に悪性黒色腫が発生し、複数の

骨格筋に発生するのは比較的珍しい症例であるといえる。 

 次に、本症例で認められた軟骨化生については、ヒトとイヌの悪性黒色腫で軟

骨化生の記載や既報があるものの、現在のところ牛の悪性黒色腫での報告はな

い。そのため、牛の軟骨化生を伴う先天性悪性黒色腫は初報告であり、今後の病

理診断の参考となる貴重な症例であると考えられた。 
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